
パンタナール通信
一般社団法人 南北米福地開発協会 会報 ２０１７年７月１日 １６６号

世界平和地球村の建設と自然環境の保護

本
紙
１
５
９
号
で
「
人
々
の
生
活
の
向
上
に
貢
献
し
た
い
！

養
殖
の
基
礎
研
究
・
実
験
に
取
り
組
む
若
者
」
と
し
て
紹
介

し
た
、
奥
迫
孝
顕
（
お
く
さ
こ
た
か
あ
き
）
さ
ん
が
、
レ
ダ

基
地
に
お
け
る
研
究
内
容
を
ま
と
め
て
く
れ
ま
し
た
。

当会の定例集会で研究内容をプレゼンする。 養殖池で餌やりと観察。 タロイモの生長を記録する奥迫さん。

水質を浄化するキダチアサガオ。飼料にもなる。

レ
ダ
基
地
に
お
け
る
持
続
可
能
な

パ
ク
ー
養
殖
を
目
指
し
て

二
〇
一
〇
年
よ
り
開
始
さ
れ
た
レ
ダ
基
地
に
お
け
る
パ
ク
ー

養
殖
事
業
は
、
二
〇
一
二
年
に
チ
ャ
コ
地
域
で
は
初
め
て
と
な

る
人
工
孵
化
に
成
功
し
、
二
〇
一
三
年
に
は
パ
ラ
グ
ア
イ
川
に

稚
魚
を
放
流
す
る
資
源
回
復
事
業
も
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

パ
ク
ー
の
稚
魚
を
放
流
す
る
際
に
は
、
記
念
式
典
を
開
き
、
当

時
現
職
の
パ
ラ
グ
ア
イ
共
和
国
フ
ラ
ン
コ
大
統
領
を
は
じ
め
、

多
く
の
貴
賓
が
訪
れ
、
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
毎
年
パ
ク
ー
の
人
工
孵
化
と
稚
魚
の
放
流
、
養
殖

池
の
増
設
を
進
め
、
二
〇
一
七
年
現
在
二
十
三
の
養
殖
池
（
約

八
・
三
ha
）
に
成
魚
約
二
万
八
千
匹
、
稚
魚
約
二
十
六
万
匹
と

い
う
規
模
で
養
殖
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
輸
送
費
が
上

乗
せ
さ
れ
る
た
め
コ
ス
ト
高
に
な
る
飼
料
調
達
費
と
、
石
灰
に

よ
る
水
質
改
善
に
伴
う
ヘ
ド
ロ
除
去
作
業
の
コ
ス
ト
が
、
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
レ
ダ
基
地
に
お
い
て
ロ
ー
カ

ル
な
飼
料
生
産
を
行
い
、
か
つ
コ
ス
ト
が
極
力
か
か
ら
な
い
方

法
で
の
水
質
改
善
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
同
時

に
解
決
す
る
代
案
と
し
て
、
パ
ク
ー
の
餌
と
な
る
タ
ニ
シ
（
リ

ン
ゴ
ガ
イ
）
や
ヌ
マ
エ
ビ
を
育
て
る
池
を
作
り
、
パ
ク
ー
の
餌

に
も
な
り
、
養
殖
排
水
の
浄
化
力
も
高
い
キ
ダ
チ
ア
サ
ガ
オ
を

栽
培
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

五
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
の
水
槽
を
用
い
た
実
験
で
、
レ
ダ
の
高
い

気
温
・
強
い
日
射
・
汚
染
さ
れ
て
い
な
い
微
生
物
豊
富
な
パ
ラ

グ
ア
イ
川
の
水
を
利
用
し
、
短
時
間
で
大
量
の
微
生
物
（
二
週

間
で
六
千
五
百
万
個
体
の
ワ
ム
シ
、
写
真
右
上
）
を
発
生
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
（
二
面
に
続
く
）



持
続
可
能
な
パ
ク
ー
養
殖
を
目
指
し
て
（
一
面
よ
り

続
く
）
こ
れ
を
応
用
し
、
人
工
的
に
造
成
し
た
池
で
微
生
物

を
大
量
に
発
生
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
を
食
べ
る

タ
ニ
シ
や
ヌ
マ
エ
ビ
を
育
て
、
パ
ク
ー
の
餌
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
各
種
植
物
の
水
質
浄
化
力
を
調
べ
た
結
果
、

キ
ダ
チ
ア
サ
ガ
オ
が
最
も
優
れ
て
い
ま
し
た
。
（2

5
0
m
g
/
L

の
硝
酸
塩
を
浄
化
す
る
の
に
、
キ
ダ
チ
ア
サ
ガ
オ
は
12
時
間
、

ブ
ラ
ジ
ル
ジ
ン
セ
ン
は
１
日
、
タ
ロ
イ
モ
は
４
日
か
か
っ
た
）

キ
ダ
チ
ア
サ
ガ
オ
は
、
パ
ク
ー
の
飼
料
に
も
な
る
の
で
一
石

二
鳥
で
す
。

微
生
物
、
タ
ニ
シ
、
ヌ
マ
エ
ビ
、
キ
ダ
チ
ア
サ
ガ
オ
を
育

て
る
池
を
養
殖
池
の
近
く
に
造
り
、
飼
料
の
生
産
と
排
水
の

浄
化
を
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
飼
料
調
達
費
と
池
の
ヘ
ド

ロ
除
去
コ
ス
ト
を
削
減
で
き
、
ビ
ジ
ネ
ス
化
や
先
住
民
の
村

へ
の
導
入
と
普
及
に
も
近
づ
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
養
殖
が
で
き
る
の
は
、
パ
ク
ー
が
雑
食
性
で
、

強
健
な
魚
種
で
あ
る
こ
と
も
大
切
な
要
素
で
す
。
一
〇
〇
〇

リ
ッ
ト
ル
の

水
槽
で
５
匹

の
パ
ク
ー
成

魚
を
養
殖
し
、

水
の
入
れ
替

え
を
せ
ず
に

６
週
間
に
わ

た
り
、
水
質

と
パ
ク
ー
の

状
態
を
観
察

し
た
結
果
、

水
中
亜
硝
酸

が1
.
0
g
/
L

以
上
の
高
濃

度
で
も
生
存

が
可
能
で
、

パ
ク
ー
は
高
密
度
の
飼
育
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
に
も
強
い
魚
種

で
あ
る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。

レ
ダ
の
気
温
、
日
照
、
パ
ラ
グ
ア
イ
川
の
水
、
在
来
種
の

タ
ニ
シ
、
ヌ
マ
エ
ビ
、
キ
ダ
チ
ア
サ
ガ
オ
、
パ
ク
ー
を
組
み

合
わ
せ
、
レ
ダ
で
こ
そ
で
き
る
、
環
境
に
優
し
く
生
産
性
の

高
い
養
殖
法
を
実
現
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
奥
迫
孝
顕：

鮮
文
大
学
水
産
生
命
医
学
科
卒
業
、
第
13
回

国
際
協
力
青
年
奉
仕
隊
員
、
二
〇
一
六
年
九
月
～
二
〇
一
七

年
三
月
に
か
け
て
、
レ
ダ
基
地
で
青
年
中
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
し
た
。

養殖池のパクーに餌をやる奥迫さん。

Pacú養殖池の地図と詳細データ

1000リットルの水槽でパクーを高密度飼育する実験。

水質検査とその試薬。（パンタナール研究所）



今レダ基地では
Leda ahora

動物園地の造成工事。カピバラ、アメリカバクなどが候補。 カサ・デ・カルピンチョ。現在12頭になったカピバラ。

小橋さんの手による、パクーの刺身。 パクーの魚卵を使った新料理。 小橋さんが作った高野豆腐。

バイア・ネグラの校長先生とグスタボ氏。 カトリック司祭（右）とグスタボ氏。 教会敷地に植樹のための穴を準備。

犬のワンワンの新しい家を作った水落さん。

水落さんが釣った7匹目のドラド。61cm。

お掃除の使徒、紅屋さん。大きなトウガンを支柱栽培。

ゴロンドリーナことチャムネツバメ。 アサガオは南米起源説が有力。



第
十
九
回
環
境
問
題
研
究
会
セ
ミ
ナ
ー
開
催

六
月
十
日
午
後
一
時
半
よ
り
、
大
山
街
道
ふ
る
さ
と
館
に

お
い
て
、
第
十
九
回
環
境
問
題
研
究
会
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
地
球
温
暖
化
と
私
た
ち
の
未
来
」
、

講
師
は
国
立
環
境
研
究
所
地
球
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
気
候
変

動
リ
ス
ク
評
価
研
究
室
長
の
江
守
正
多
先
生
で
、
58
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
パ
リ
協
定
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標

は
、
達
成
が
極
め
て
困
難
だ
と
い
う
悲
観
的
見
解
か
ら
、
こ

う
す
れ
ば
達
成
で
き
る
と
い
う
希
望
的
な
見
解
に
転
換
し
た

経
緯
は
圧
巻
で
し
た
。
詳
細
は
別
紙
に
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

第
五
回
パ
ク
ー
放
流
式
祝
勝
会
で
希
望
新
た
！

六
月
十
一
日
、
午
前
十
一
時
よ
り
、
大
山
街
道
ふ
る
さ
と

館
に
お
い
て
、
第
五
回
パ
ク
ー
放
流

式
祝
勝
会
を
行
い
、
百
三
十
名
が
参

加
し
て
希
望
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

司
会
は
高
橋
昭
三
さ
ん
。
祝
歌
と

し
て
竹
ノ
内
美
紀
さ
ん
が
建
国
の
歌

（
作
詞=

大
滝
順
治
さ
ん
、
作
曲=
野

村
健
二
先
生
）
を
独
唱
。
奥
迫
孝
顕
・

カ
タ
リ
ー
ナ
夫
妻
か
ら
花
束
の
贈
呈
。

続
い
て
13
分
間
の
パ
ク
ー
放
流
式
全

体
の
映
像
を
視
聴
し
ま
し
た
。

今
回
の
放
流
式
に
韓
鶴
子
総
裁
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
青
木

真
由
美
さ
ん
が
代
読
。
そ
し
て
メ
イ

ン
ス
ピ
ー
カ
ー
で
あ
る
中
田
実
レ
ダ

基
地
所
長
に
よ
る
放
流
式
の
経
過
報

告
と
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

（
後
日
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
す
る
予
定
）

続
い
て
放
流
式
の
現
場
に
立
ち
会
っ

た
岩
澤
春
比
古
総
支
部
長
、
後
藤
誠

一
総
支
部
長
、
赤
澤
薫
さ
ん
に
よ
る

報
告
が
あ
り
、
中
田
欣
宏
理
事
長
に

よ
る
総
括
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
第
二
部
に
移
り
、
齋
藤

俊
樹
総
支
部
長
が
乾
杯
の
音
頭
を
取

り
、
参
加
者
た
ち
は
お
祝
い
弁
当
を

い
た
だ
き
、
歓
談
・
交
流
し
ま
し
た
。

会員種別
♠会員一口1000円／月
♠特別会員一口１万円／月
♠法人会員一口１万円／月
※いずれも口数は申込者が申告

会費は、毎月の引き落とし方式です。
会費振替用口座 ゆうちょ銀行

00290-5-113072
加入者名：シャ）南北米福地開発協会

入会申し込みと同時に手続きをお願い申し上
げます。それが確認でき次第、会員番号を確
定し、ご案内いたします。

♥入会申込書は、左記の事務局にお申しつけ
ください。ホームページからも入手できます。

一般社団法人
南北米福地開発協会 事務局
〒213-0001
神奈川県川崎市高津区

溝口３－１１－１５
岩崎ビル４Ｆ

電話: 044-829-2821
FAX: 044-829-2820

ゆうちょ銀行（旧一般会員会費納入）
記号10280 番号6１349751
一般社団法人 南北米福地開発協会

E-メール: office@asd-nsa.com
ホームページ: asd-nsa.com

お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た
。
第
十
一
回
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
・

一
日
セ
ミ
ナ
ー
を
、
左
記
の
要
領
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時：

二
〇
一
七
年
八
月
五
日
（
土
）
午
前
十
時
よ
り
受
付
、

十
時
二
十
分
開
始
、
終
了
は
午
後
五
時
の
予
定
で
す
。

会
場：

大
山
街
道
ふ
る
さ
と
館
二
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

〒2
1
3
-
0
0
0
1

川
崎
市
高
津
区
溝
口
三
丁
目
13
番
3
号

参
加
費：

二
〇
〇
〇
円
（
昼
食
付
き
）
当
日
受
付
で
。

参
加
申
込：

七
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
メ
ー
ル
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
次
の
項
目
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

（
申
込
用
紙
が
あ
り
ま
す
）
①
氏
名

②
フ
リ
ガ
ナ

③
性
別

④
年
齢

⑤
電
話

⑥
フ
ァ
ッ
ク
ス

⑦
メ
ー

ル

⑧
住
所

⑨
紹
介
者

⑩
紹
介
者
連
絡
先

⑪
備
考

申
込
先：

一
般
社
団
法
人

南
北
米
福
地
開
発
協
会

電
話：
0
4
4
-
8
2
9
-
2
8
2
1
F
a
x
：
0
4
4
-
8
2
9
-
2
8
2
0

メ
ー
ル:o

f
f
i
c
e
@
a
s
d
-
n
s
a
.
c
o
m

主
催：

一
般
社
団
法
人

南
北
米
福
地
開
発
協
会

共
催：

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

地
球
の
緑
を
守
る
会

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
予
定
）

●
「
レ
ダ
に
お
け
る
理
想
郷
建
設
」
講
師：

柴
沼
邦

彦

当
法
人
理
事

現
地
で
の
開
拓
、
そ
し
て
事
務
局

長
と
し
て
、
長
年
レ
ダ
開
発
に
携
わ
り
、
現
在
は
そ

の
精
神
を
伝
え
る
た
め
に
全
国
を
巡
回
。
●
「
地
球

環
境
問
題
と
森
づ
く
り
」
講
師：

高
津
啓
洋

Ｎ
Ｐ
Ｏ

地
球
の
緑
を
守
る
会
代
表

自
然
環
境
に
深
い
知
見
を

持
ち
、
植
樹
活
動
と
次
世
代
の
教
育
に
奮
闘
。
●
報

告
者：

後
藤
誠
一

東
京
総
支
部
長

日
本
の
支
援
者

を
代
表
し
て
第
五
回
パ
ク
ー
放
流
式
に
参
加
。
前
後
の
二
週

間
滞
在
し
な
が
ら
見
て
来
た
、
現
在
の
レ
ダ
に
つ
い
て
報
告
。

お便り募集

読者の皆様からのお便りを
募集します。本紙記事へのご
感想や提案、皆様個人やご
家庭での歩み、あるいはグルー
プや支部での活動と関連写
真、イラストなどをお待ちして
います。宛て先は、事務局
office@asd-nsa.com
へお願いします。

第14回パンタナール１Dayセミナーご案内

柴沼邦彦講師

高津啓洋講師

後藤誠一総支部長

Dryadula phaetusa


